
日立ストレージソリューション
オールフラッシュアレイ/ハイブリッドフラッシュアレイ

俊敏かつ柔軟なデータ活用で、DXのさらなる加速へ。

Hitachi Virtual Storage Platform 5000シリーズは、日立がこれまで培ってきた高信頼技術を継承しながら

アーキテクチャを見直し、即応性と柔軟性を強化した、持続可能性を実現す る環境配慮型ストレージ

プラットフォームです。
VSP： Hitachi Virtual Storage Platform

Hitachi Virtual Storage Platform 5000シリーズ: VSP 5100,5500,5100H,5500H と VSP 5200,5600,5200H,5600H の総称

デジタルビジネスを加速する高性能・俊敏性

プロセッサーなどのハードウェアの世代更新だけではなく、

アーキテクチャを一新。同時に、フラッシュドライブの性能を

引き出す最新技術NVM ExpressTM（NVMeTM）を取り込み、

フラッシュドライブのさらなる高速化に対応しました。膨大なデータ

を遅延なく処理・活用し、流動的なビジネス環境に即応できます。

Hitachi Virtual Storage Platform 5200, 5600
Hitachi Virtual Storage Platform 5200H, 5600H

VSP 5200, 5200H VSP 5600, 5600H

NVMe： Non-Volatile Memory Express  CFP: Carbon Footprint of Products

社会を支える高信頼

システムの集約化で高まる事業停止リスクに対し、装置内のコン

ポーネント・ネットワークの多重化や、メモリー冗長再構築機能を

実装。実績あるリモートコピー機能や仮想化技術はそのままに、

磨き続けてきた信頼性をさらに高め、ビジネスの継続性を強化します。

変化に対応する柔軟性

ビジネスの拡大や事業の統合には、スケールアウトで柔軟に対応。

さらに、仮想化環境への親和性や運用管理の効率を向上し、

クラウド基盤に適した運用を可能に。ビジネスの変化に合わせた

効率的なストレージ運用とIT投資の最適化を実現します。

持続可能性と環境配慮

データの高速・高圧縮による運用コスト削減や、筐体の長期利用に

よって、資産保護と持続可能性の向上を実現。また、最新の

容量削減機能による省電力、CO2排出量の削減で環境にも配慮し、

CFP宣言認定製品*1の提供を通して、お客さまのグリーン調達を

支援します。

Lumada Readyは、Lumadaのソリューションの実現に寄与する、先進的かつ戦略的プロダクトです。

*1: VSP 5100/5500,5100H/5500Hで認定済み。

*2: VSP 5000シリーズにて容量削減前後のストレージ全体の消費電力を比較
(前:7.6TB SSD 2304台搭載、後:同ドライブ576台搭載) 

*3: 利用する電力会社により異なります

*4: 寿命部品のうち、ドライブは稼働保証期間中に寿命を超える可能性があるため、適宜リプレースをお願いします

最新の容量削減機能によりドライブ台数を
削減し省電力化・ CO2削減

・ 65%電力削減*2

・ CO2年間 約120トン削減*3

調達・生産・流通・廃棄など開発ライフサイクル全体を通じCO2削減

・ CFP宣言認定製品によりお客さまのグリーン調達を支援

コントローラー更新による既存資産の長期利用で資産を有効活用

・ 既存ドライブ、筐体を継続利用*4

運用構築

アップグレード
計画
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Hitachi Virtual Storage 
Platform 5200

Hitachi Virtual Storage 
Platform 5600

Hitachi Virtual Storage 
Platform 5200H

Hitachi Virtual Storage 
Platform 5600H
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私たちは株式会社 日立製作所 システム＆
サービスビジネスとして環境マネジメント
システムに関する国際規格ISO（国際標準
化機構）14001：2015の審査を受け、登録
され、製品・サービスのライフサイクル全
般における環境問題に積極的に取り組んで
います。
登録番号:EC02J0400 登録日:1995年7月19日

0120-2580-12 受付時間 9:00～12:00、13:00～17:00 （土・日・祝日・当社休日を除く）
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・AIX、System z、z/OS、z/VM、z/VSEは、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商標です。 ・Red Hat、Red Hat Enterprise Linuxは、米国およびその他の国におけるRed Hat, Inc.の
登録商標です。Linux®は、米国およびその他の国におけるLinus Torvalds氏の登録商標です。 ・VMwareは米国およびその他の地域におけるVMware, Inc.の登録商標または商標です。 ・Windowsは、マイクロソフト 企業グループの
商標です。 ・その他記載の会社名、製品名などは、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。
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